
赤色として， 取扱者に特に注意を引くようにしである。

(佐藤主芯)

セ γ トりょこうけん セ ッ ト旅行券 I:EI鉄が観光地を指

定し，その旅行の出発から帰着までに必要な許通乗車券 ・ .<S;}，行

券 ・ 座席指定券等を，あらかじめセットして発売する来 ll'-券等

の通称。

観光旅客は年々治加の傾向にあるが，観光地，旅行行線等 も

定型化されると ともに，旅行需要も高度化，複雑化してきてい

るので，旅客の利使を増進し，あわせて発売業務の簡素化をは

かつて設定されたものである。1I{1和 38 ・ 1 0WI東支社において発

売されたのが始まりといわれている 。

セット旅行券は，原則として旅行に必要な作通乗車券 ・ 之t行

券 . p主席指定券等が一葉化されており，その旅客運賃も観光地

7JIIに特定額(普通派客運賃がおおむね 1 j1JII'm が設定されている。

(p川 IE雌)

せつぴとうしけいざいけいさん 設備投資経済計算

設備投資は，将来の企業紡造を規定し ， 長 WIにわたり終併に kr;

響を及ぼすものであり ，その投資がぶっ ていたとしても1lí'i qi.に

変更することはできないので，投資の決定に当たっては慎兎で

なければならない。

設備投資の l汁凶に当たっては，投資の経済性はl唯一絶対のj亡

)廷ではないが設も重要な指擦の一つであり，争大の公共的使命

を深せられている 国鉄の場合でも例外ではない。ただ公共的な

目的が追求される f，~î巣，必然保Jに経済性の追求が第二義的に考

えられる点に， 一般私企業と異なるところがあるといえよう 。

flil鉄の設備投資経済社算の大要は，次のとおりである。

l 目的

(1) 個々の投資の可否についての決定資料とするため。

(2) 投資が経営費に及ぼす影響を事前にとらえるため。

2 計算の対象

現在，設備投資の経済社算の対象は電化，電車化， ディ ーゼ

ノレ機関車化，気動車化， 事務近代化 ~駐軌条更換，保線1'1' :於機

械化等近代化投資および経'lif; 合思化投資に限定されており，そ

の他の輸送力噌;;~(投資， J反替投資，サー ビス，厚生川利，研究

等の投資はwnの対象となっていない。

3 u~算の万i lJ_;

経済，;~r，Ul，予定 ，ü l'):と実縦，WíI: とに |メー分 される。 予定，il 3'ì:

は，設備投資の，Jl山lに当たり，投資の "1 子;'， 11刻~I，場 191 ， 方 i1;

~.ç-;の選定の判断に 'fiするために行ない ， 'J:h'しrt J'.lは， 子).Ë，rtri

との差~を分析し， あわせて将米の投資 ，d 山lに資するために行

なわれる。

4 投資効巣の判定)j 1J_;

設備投資の粁一済，WíIの判定方 11;1:こは ， JJ刻dli比較IL ・ 利位制比

較法 ・ 投資率利益;，(.l法および資金|汀|以WI間 11よという四つの店本

的な考え方があるが，凶鉄で現在WJlI している方法は次の三つ

である。

(1) 単純収入絞~~比較

旧設備に対する新設備の収入と経伐の噌減1Iilを算出すること

によって，投資の可否を判定する。

(2) 正味投資利;，(.l(資金効率)

投資による新|日州設備の，'HJl益を，; 1 数的にJ~ 山し， 次の計算

式により ， これが正味投資額に及ぼす平111，~ギをはあくすること

によって，投資の時期1 ， 順位および場所を判定する。

時í JJII収入在ii :l::経費別減額
正味投資利低率(資金効率)= 一一一一

正味投資制

この場合の正味投資額とは，新設備の新品úfIí絡から 1 [1. ;'.(耐 ii の

ぜんこくりょ

λ タ ラップúHí絡を差し号 Il 、たものである 。

(3) 追加投資利益率

I l:I .1~ Vliìの取替えを前ru として，電化，ディ ーゼル化，貨物集

約，客向分離等の近代化による運転および輸送方式の変更と，

これに伴う長JVI投資を決定するに当たり ， 新旧同設備による差

損訟を計数的に'ff山し，次の計算式により，これが追加投資領

に及ぼす利主主主ドをはあくする。

搾i加収入額士経費憎減額
追加投資利徒ヰ; =

追加投資額

新 11 11 ， I ，j設備とも ， すべて新品Úl日絡て。評価し，その差額をもっ

て近代化のために必要な追加投資額と考え，この追加投資額に

対する平1I能率を判定の指様としようとするものである。

追加投資利益率は， I U :i\i (liiiの取替えを前促に， 設備の同一目

的のための代替(r，投資に対して行なう経済比較であり ，これが

全く7JI Iの H 的の投資である場合は判定資料とすることはできな

い。 すなわち，企業の永続性という観点から，なんらかの投資

を行な う ことを確定事実として，その投資は， \，、かなる規模ま

で拡張するのが有利か，あるいは，いかなる生陸方式が経済的

であるかを見きわめるための利益率である。

なお，正味投資利能率と追加投資利益率を算出する場合の経

1'1には平 1I子は合めな L、こととする。これは，それらの利益率を

干IJ r本や Ijl業平 IJ必本と比較するためである 。

参考文献許'1型f豊弘持 設備投資計刷。 (尚橋友蹄)

せんし、んじようむり ょ こうのり ょ ひ 船員乗務旅行の

旅費 船員が乗船し，航海した場合または船舶の工事施行に

伴い勤務地外に旅行し，工事随行中の船舶に乗船した場合に支

給する旅費(日当)。

この旅費は， 主として航海|叫数をt，~際として 計 算するもので

あり，この場合の'ìl-úlií も臓名ごとに定められている 。 また船員

には，このほか船員食料が支給されており，したがっ て実費支

弁をたてまえとする一般の旅貨に比べ給与{向性絡が強L 、 ものに

な っている。 (今村徳次郎)

ぜんこくかんこうみやげひんれんめい 全国観光土産

品連盟 L全凶の観光土..vf l 1n'1 に関する業界の述鋭をはかり，そ

の dむ見を総合して実現に努めること等によって，観光土産品に

|刻するた界の健全な発泌をはかり，もってわが凶観光事業の娠

興に寄与 すること 。1 を目的 と して，

fl{_{和 32 ・ 10 設立された任立同体であ

って，事務所を日本陶工会議所内に

ijll~ き， 主たる'Jr業として 日本商工会

ぷ刈と共催により全凶推奨観光土産

1[1I\ ; IJlj肢を実地している。 同 ;Iil)肢の対

象はj として，立u. ・ 食品頬であっ

て， , 1iH足品にはラ べんをは っ ている。全国 1iI;奨観光土産品の

免点会は，例年東京で1m似され，昭和 40 年は第 7 日が開催さ

れた。(白木巳之助)

ぜんこくりょこうぎょうきょうかい 全国旅行業協会

旅行あっ旋業法に法づく登録業者は，昭和 39 ・ 4 ・ 1 現在で一般

旅行あっ旋業者 50，その常業所数約 1 ， 500， 邦人旅行あっ旋業

1'� 2, 342, その営業所数約 5， 000 にも主り， 1羽民生活上，大き

な地位を占めているが， 反凶J ， 一部には不良な旅行あっ旋を行

なう栄台もみられる状況にかんがみ， L邦人旅客の本邦内の旅行

に|対するあ っ旋業務の適正化と改善及び旅客の接遇向上等を図

ること J 等を目的として，昭和 40 ・ 2 設立された日本人の国内

旅行をあっ旋する業者の全凶統一団体である。

設立l時の参加会員は，都道府県知事登録の邦人旅行あっ旋業
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